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中
国
に
お
け
る
遺
棄
化
学
兵
器
処
理
事
業
に
関
わ
っ
て
い
る
民
間
企
業
と
政
府
の
関
係
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
四
六
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

化
学
兵
器
の
開
発
、
生
産
、
貯
蔵
及
び
使
用
の
禁
止
並
び
に
廃
棄
に
関
す
る
条
約
（
平
成
九
年
条
約
第
三
号
）
に
基
づ

き
、
現
在
政
府
が
行
っ
て
い
る
、
旧
日
本
軍
が
中
国
で
遺
棄
し
た
と
さ
れ
る
化
学
兵
器
の
処
理
事
業
（
以
下
、
「
処
理
事

業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
本
年
五
月
十
七
日
付
の
新
聞
に
よ
る
と
、
「
処
理
事
業
」
を
め
ぐ
り
、
二
〇
〇
四
年
に
Ｐ
Ｃ

Ｉ
と
内
閣
府
と
で
結
ば
れ
た
契
約
に
、
「
プ
ラ
ン
ト
建
設
費
の
五
％
」
等
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
側
に
莫
大
な
利
益
を
保
証
す
る
条
項
が

入
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
旨
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
な
ぜ
内
閣
府
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
と
右
の
様
な
Ｐ
Ｃ
Ｉ
を
優
遇
す
る
内

容
の
契
約
を
結
ん
だ
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
中
国
吉
林
省
ハ
ル
バ
嶺
に
お
け
る
処
理
事
業

（
以
下
「
ハ
ル
バ
嶺
事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
中
国
に
お
い
て
長
期
間
埋
設
さ
れ
た
大
量
の
遺
棄
化
学
兵
器
を
処
理
す
る
も

の
で
あ
り
、
知
見
及
び
技
術
を
新
た
に
蓄
積
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
と
い
う
特
殊
性
を
有
す
る
た
め
、
ハ
ル
バ
嶺
事
業
特
有

の
民
間
企
業
で
は
負
い
き
れ
な
い
膨
大
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
な
ど
民
間
企
業
が
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
に
は
未
知
の

困
難
な
要
素
が
多
く
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平
成
十
六
年
三
月
、
ハ
ル
バ
嶺
事
業
を
機

一



構
が
受
託
す
る
に
当
た
り
、
内
閣
府
と
御
指
摘
の
株
式
会
社
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の

間
で
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
内
閣
府
と
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｇ
と
の
間
で
、
内
閣
府
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｇ
に
ハ
ル
バ
嶺
事
業
を
一
体

的
に
処
理
す
る
管
理
会
社
の
設
立
を
依
頼
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
確
認
を
取
り
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
、
内
閣
府
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｇ
に
依
頼
し
た
、
「
処
理
事
業
」
を
一
体
的
に
処
理
す
る
管
理

会
社
（
以
下
、
「
管
理
会
社
」
と
い
う
。
）
の
設
立
等
を
め
ぐ
り
取
り
交
わ
さ
れ
た
確
認
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
内
容

か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
管
理
会
社
」
と
は
ど
の
会
社
を
指
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
そ
れ
は
い
つ
設
立
さ
れ
た
か
。

三

「
管
理
会
社
」
に
内
閣
府
並
び
に
外
務
省
よ
り
天
下
っ
て
い
る
者
は
い
る
か
。

四

「
管
理
会
社
」
は
現
在
「
処
理
事
業
」
に
ど
の
様
な
関
与
を
し
て
い
る
か
。

五

一
の
新
聞
報
道
が
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
「
処
理
事
業
」
を
め
ぐ
り
、
内
閣
府
と
Ｐ
Ｃ
Ｉ
と
の
間
で
、
「
プ
ラ
ン
ト
建
設

費
の
五
％
」
等
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
側
に
莫
大
な
利
益
を
保
証
す
る
内
容
の
契
約
が
交
わ
さ
れ
た
と
い
う
の
は
事
実
か
。
「
政
府
答
弁

書
」
で
は
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
再
度
質
問
す
る
。

六

Ｐ
Ｃ
Ｉ
に
は
二
〇
〇
二
年
、
国
後
島
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
施
設
を
め
ぐ
る
偽
計
業
務
妨
害
事
件
に
関
連
し
、
本
社
等
が
東

二



京
地
検
特
捜
部
の
捜
索
を
受
け
た
と
承
知
す
る
。
ま
た
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
、
そ
の
こ
と
を
契
機
に
、
香
港
に
代
理
店
を
設
立
し
、
そ

こ
に
送
金
し
て
裏
金
を
つ
く
る
し
く
み
を
考
案
し
た
と
本
年
六
月
五
日
の
新
聞
は
報
じ
て
い
る
が
、
政
府
は
右
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
に

よ
る
裏
金
づ
く
り
を
い
つ
承
知
し
た
か
。

七

二
〇
〇
二
年
の
東
京
地
検
特
捜
部
に
よ
る
捜
索
や
六
の
裏
金
づ
く
り
は
じ
め
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
数
々
の
不
祥
事
を
見
る
時
、
そ

も
そ
も
Ｐ
Ｃ
Ｉ
は
「
処
理
事
業
」
の
請
負
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
か
。
政
府
、
特
に
内
閣
府
が
Ｐ
Ｃ
Ｉ
と
「
処
理
事

業
」
に
つ
い
て
五
で
指
摘
し
た
様
な
契
約
を
結
び
、
優
遇
し
て
き
た
こ
と
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


